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Roles of transcription factor Runx3 in the regulation of ovarian functions in female mice 
 （雌マウス卵巣機能制御における転写因子 Runx3の役割） 










マウス卵巣および視床下部における Runx3 mRNA発現部位の解析 
卵巣および視床下部における Runx3 mRNA発現を解析した。卵巣においては，卵胞顆粒膜細胞に Runx3 
mRNAは発現していた。また，視床下部においては，前腹側室周囲核（AVPV）と弓状核（ARC）を含




















胞に Runx3を過剰発現すると activinや inhibinのサブユニットの遺伝子である Inhbb mRNA発現量が増





























 卵胞顆粒膜細胞における Runx3の標的遺伝子を解明するために，顆粒膜細胞がん細胞株 OV3121細胞
を用いてRunx3過剰発現による遺伝子発現の変化を解析した。OV3121細胞にRunx3を過剰発現すると，
アクチビンやインヒビンのサブユニット遺伝子のなかで Inhbbの mRNA発現が増加した。これらの結果
から Runx3は Inhbbの発現制御に関与していることが示唆された。 
 本研究から，Runx3 は，卵巣においては卵胞発達，ステロイドホルモン産生の制御に関わり，視床下
部においては排卵に関与する生殖腺刺激ホルモン分泌機構の制御に関わることがわかった。本研究成果
は内分泌学分野の発展に貢献するものであり高く評価できる。よって学位審査委員会は本論文が学位論
文に値すると判定した。 
